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こ
の
度
、
同
窓
会
長
の

大
役
を
お
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
高
15
回

卒
業
の
宮
島
八
束
で
す
。

　

先
輩
の
皆
様
が
立
派
に

築
い
て
こ
ら
れ
た
同
窓
会

活
動
を
一
層
発
展
す
べ

く
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
絶
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
い
、
副
会
長
・
理
事
・

事
務
局
の
方
々
に
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
定
期

総
会
は
6
月
21
日
、
高
19

　
「
広
め
よ
う
同
窓
会
の

和
」を
掲
げ
て
始
ま
っ
た

平
成
27
年
度
定
期
総
会

は
、
学
年
当
番
制
に
な
っ

て
か
ら
8
年
目
、
今
年
度

は
高
19
回
の
皆
さ
ん
の
進

行
で
始
ま
っ
た
。

　

各
氏
挨
拶
の
後
、
議
案

審
議
に
入
り
一
号
、
二
号

と
進
め
、
今
年
度
は
特
に

三
号
議
案
、
役
員
改
選
の

年
に
あ
た
り
新
会
長
に
宮

島
八
束
さ
ん（
高
15
）を
選

出
す
る
な
ど
正
副
会
長
、

理
事
ら
の
新
役
員
が
承
認

さ
れ
て
審
議
を
終
え
た
。

　

当
然
の
事
な
が
ら
同
窓

会
の
運
営
が
次
第
に
若
い

世
代
に
引
き
継
が
れ
て
い

く
の
を
実
感
す
る
瞬
間
だ
。

　

２
６
６
人
の
参
加
者
の

う
ち
当
番
学
年
が
１
０
０

人
近
く
を
占
め
て
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
翌

年
の
当
番
学
年
の
方
々
も

関
心
が
高
く
、
多
数
参
加

し
て
い
た
。
卒
業
回
数
も

70
回
に
迫
り
、
男
女
比
が

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
生
徒
数
も
校
歌
の

歌
詞
が
気
に
な
る
昨
今
、

新
会
長
の
も
と「
輪
と
絆
」

が
同
窓
生
の
長
寿
の
基
と

成
ら
ん
こ
と
を
願
う
。

　

総
会
開
催
も
、
も
う

少
し
時
間
を
短
く
と
か
、

近
々
中
京
圏
で
の
開
催
を

と
の
声
も
出
て
い
る
と
か
。

　
　
　

小
林　

泉（
高
7
）

回
生
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
地
元
開
催
と
し
て

は
過
去
最
多
２
６
６
人
の

参
加
に
よ
り
シ
ル
ク
ホ
テ

ル
で
盛
大
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
別
項
で

ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　

母
校
の
学
校
案
内
に
次

の
よ
う
な
文
章
が
載
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
理
想
は
高
く
智
慮
深

く
｜
文
武
両
道
の
精
神

の
も
と
、
学
力
と
情
緒
力

を
高
め
、
心
を
磨
き
、
知

を
深
め
る
努
力
と『
真
心

を
も
っ
て
な
す
べ
き
こ
と

を
な
す
』を
基
本
と
し
て
、

仲
間
達
と
共
に
す
ば
ら
し

い
高
校
生
活
に
励
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」

　

ま
さ
し
く
人
間
形
成
に

最
も
大
事
な
時
期
で
あ
る

後
輩
達
に
、
少
し
で
も
応

援
し
て
あ
げ
る
の
が
同
窓

会
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
同
窓
会
は
三
本
の

柱
を
中
心
と
し
て
活
動
し

て
お
り
ま
す
。
⑴
同
窓
生

の
輪
・
絆
を
一
層
強
め
る

⑵
学
校
・
生
徒
に
対
す
る

物
心
両
面
で
の
支
援
を
行

う
⑶
同
窓
生
は
社
会
に
対

す
る
貢
献
活
動
を
積
極
的

に
行
う
。

　

母
校
は
創
立
以
来
3
万

人
程
の
同
窓
生
を
輩
出
し

て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
の

応
援
の
お
か
げ
で
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
優
良
学
校
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
致
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
の
進
路
・
職
業

の
選
択
に
際
し
、
同
窓
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

皆
様
方
の
同
窓
会
活
動

へ
の
積
極
的
参
加
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

前
号
の
本
欄

で
、母
校
正
面

か
ら
入
っ
て

左
手
に
あ
る
、

樹
勢
が
衰
え
た「
た
か
ま

つ
桜
」を
救
え
な
い
も
の

か
、と
書
い
た
と
こ
ろ
、あ

り
が
た
い
反
響
が
あ
っ
た

▼
高
森
町
に
住
む
龍
口
新

八
郎
さ
ん（
中
47
）
は
わ

ざ
わ
ざ
桜
を
見
に
来
て
、

同
窓
会
事
務
室
を
訪
れ

「
少
な
い
け
れ
ど
桜
の
養

生
に
使
っ
て
」と
現
金
を

お
い
て
い
か
れ
た
▼
新
宿

御
苑
の
樹
木
の
救
命
作
業

に
従
事
し
て
い
る
と
い
う

坂
巻
資
敏
さ
ん（
高
13
）

か
ら
は「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
除
去
し
、土
を
耕
し
、

根
に
与
え
る
酸
素
と
肥
料

を
適
量
加
え
て
様
子
を
見

て
は
」と
い
う
メ
ー
ル
を

い
た
だ
い
た
▼
同
窓
会
で

は
造
園
業
者
に
依
頼
し
、

枯
れ
枝
除
去
や
肥
料
を
施

す
処
置
を
し
て
い
る
。
だ

が
、樹
勢
の
衰
え
は
さ
ら

に
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
▼

た
か
ま
つ
桜
が
か
つ
て
い

か
に
美
し
か
っ
た
か
は
、

坂
牧
勉
さ
ん（
高
19
）
が

同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
ス
ラ
イ
ド

を
寄
せ
て
い
る
の
で
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
▼
県
飯
田

創
造
館
で
は
数
年
前
、枝

垂
れ
桜
の
樹
勢
が
衰
え
た

が
、枯
れ
枝
除
去
な
ど
に

よ
り
、残
っ
た
枝
が
見
事

に
復
活
し
た
と
い
う
。
そ

ん
な
奇
跡
が
た
か
ま
つ
桜

に
も
起
き
る
こ
と
を
祈
り

た
い
。　
　
　
　
（
平
忠
）

宮
島
　
八
束
（
高
15
）

会
　
長

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　茶道の心得を示す標語で、意
味は主人と賓客が、お互い心を
和らげて謹み敬い、茶室の備品
や茶会の雰囲気を清浄にするこ
とをいう。刻字は胡粉の上にロ
クショウを塗り仕上げました。

和 敬 清 寂〔書〕

吉川　節子（　華　高5）　天龍両岸の段丘、時には壁の
ように迫る伊那山脈、雲上に座
す赤石山脈の山々。四季折々、
終日変化し続ける山景、人々の
志の原点となってきているこの
谷のもつ意味は深く重い。

〔絵〕伊那谷風景
松下　拡（高 2） （わけいせいじゃく）

平成 27年度定期総会
同窓生 266 人が参加
学年当番の 19 回生が盛り上げる

第11回　ユリノキ会のご案内
同窓会員以外の聴講も受付ます

　詳細は同窓会事務局へ＜℡0265-23-2650＞
懇親会（茶話会：中会議室・会費無料） １５：5０～16：3０

開催日 平成 27年１１月15日㈰
 １３：３０～１6：3０
 受付開始　１３：００より
会　場 飯田高等学校大会議室

講　演　　　　  杉山　正子さん（高 22）
演　題　「女性が輝いて生きるために
　　　　  　　　～生と性をみつめて～」

１３：４０～15：１０
アトラクション　「合唱団あかいし」コーラス

１5：2０～15：4０

講 師
 産婦人科医 

退任する役員が挨拶　撮影 坂牧　勉さん（高19）
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赤
石
将
棋
同
好
会
は
会

員
20
人
で
、
定
期
的
に
試

合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
現
役
生
徒
が
全

国
大
会
へ
出
場
し
た
の

で
、
激
励
を
兼
ね
て
現
役

生
徒
と
Ｏ
Ｂ
と
の
対
局
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
親

睦
を
目
的
と
し
た
い
ろ
い

ろ
な
企
画
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

角
田
禊
治（
高
11
）

　

独
立
百
十
周
年
を
機
に

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
し

て
新
し
い
発
想
の
元
、
立

ち
上
げ
た
委
員
会
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
を
元
気
に

し
隊
」隊
員
発
掘
と
支
部

の
活
性
化
を
目
指
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
窓
会
名
簿
は
3
年
後

に
発
刊
の
予
定
で
す
。
個

人
情
報
保
護
が
強
調
さ
れ

過
ぎ
た
時
期
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
を
経
て
、「
連

帯
」の
大
切
さ
が
見
直
さ

れ
る
今
日
、
新
同
総
会
名

簿
に
注
目
願
い
た
い
。

　

会
員
名
簿
残
部
が
あ
り

ま
す
。平
成
24
年
版「
会
員

名
簿
」頒
価
４
５
０
０
円

（
送
料
込
み
）同
窓
会
事
務

局
ま
で
。

　

母
校
同
窓
会
に
関
す
る

情
報
を
何
時
で
も
・
ど
こ

で
も
・
誰
で
も
手
軽
に
入

手
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

同
窓
会
員
の
皆
様
方
に
親

し
ん
で
頂
け
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
維
持
更
新
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

首
都

圏
支
部

に
所
属

し
、
微

　

人
生

に
は
思

い
も
し

な
い
こ

　

こ
の

度
副
会

長
に
推

挙
戴
き

　

こ
の

度
、
総

会
に
お

い
て
副

力
な
が
ら
同
窓
会
活
動
に

参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
飯
田
は
心
の

故
郷
で
あ
り
、
そ
の
故
郷

に
あ
っ
て
、
飯
田
高
校
は

正
に
心
の
中
の
青
春
時
代

で
す
。
皆
さ
ん
と
そ
の
気

持
ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

世
代
を
超
え
て
共
に
語
る

こ
と
で
自
ら
を
顧
み
て
、

こ
の
後
の
人
生
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

を
尽
く
す
所
存
で
す
。
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
役
を
背
負
っ

て
い
け
る
の
か
不
安
一
杯

で
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
母
校
、
同
窓

会
の
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
し
た
。
高
校
在
職
中
に

は
、
母
校
教
頭
3
年
引
き

続
き
校
長
4
年
勤
め
さ
せ

て
戴
き
、
同
窓
会
の
皆
様

方
に
は
、
教
育
環
境
整
備

や
部
活
動
へ
の
ご
支
援
を

始
め
、
様
々
な
面
で
大
変

お
世
話
様
に
な
り
ま
し

た
。
同
窓
会
と
学
校
と
の

橋
渡
し
役
と
し
て
、
微
力

　

講
演
内
容
は
、
今
日
の

経
済
状
態
は
、
閉
塞
感
に

満
ち
、
回
復
の
足
取
り
は

重
く
決
し
て
良
い
状
態
で

な
い
。
ま
た
、
日
本
を
代

表
す
る
産
業
も
、
過
去
に

お
い
て
成
功
を
収
め
て
き

た
が
今
の
儘
の
方
向
性
で

は
将
来
ど
う
な
っ
て
い
く

か
わ
か
ら
な
い
。地
方
の

経
済
産
業
も
不
安
で
あ
る
。

　

時
代
は
情
報
技
術（
Ｉ

Ｔ
）革
命
で
あ
る
。

　

地
方
の
産
業
発
展
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
研
究
開

発
重
視
と
知
恵
の
付
加
の

商
品
作
り
で
あ
る
。今
後

の
地
域
に
必
要
な
拠
点
と

し
て
の
構
想
で
重
要
な
要

素
は「
知
恵
」
で
あ
り
知

の
拠
点
づ
く
り
で
あ
る
。

　

地
域
の
若
手
経
営
者
育

成
に
努
力
し
、
来
た
る
リ

ニ
ア
時
代
を
見
据
え
た
地

域
づ
く
り
に
お
い
て
、
デ

ザ
イ
ン
力
の
重
要
性
に
も

着
目
し
て
い
き
た
い
。

　

生
徒
に
は
大
変
貴
重
な

講
演
会
で
あ
っ
た
。

熱心に生徒に語る

表彰状が吉澤健会長（中央）に

締めは「和」で

　

同
窓
会
活
動
の
活
性
化

に
資
す
る
と
共
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
や
社
会
へ
の

貢
献
に
功
績
の
あ
る
団
体

を
表
彰
す
る
第
3
回
「
高

松
賞
」
が
、
6
月
21
日
の

定
期
総
会
で
、
南
信
州
文

化
財
の
会
に
贈
ら
れ
た
。

　

総
会
の
席
上
、
宮
島
八

　

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大

学
の
学
長
に
任
命
さ
れ
、

主
に
こ
の
6
年
間
の
宮
崎

大
学
の
取
組
に
つ
い
て
お

話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
、我
が
国
の
高
等
教

育
は
、昭
和
24
年
の
新
制

国
立
大
学
の
発
足
以
来
、

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
と

人
口
減
少
・
高
齢
社
会
の

到
来
と
共
に
、平
成
の
大

学
改
革
と
も
い
わ
れ
る
ほ

ど
の
大
き
な
分
岐
点
を

迎
え
て
い
ま
す
。平
成
13

年
、文
部
科
学
省
か
ら
発

表
さ
れ
た「
国
立
大
学
の

構
造
改
革
の
方
針
」に
基

づ
き
、平
成
19
年
ま
で
に

28
国
立
大
学
と
1
国
立
短

期
大
学
が
統
合
し
、14
大

学
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
大
学
も
、平
成
15

年
10
月
に
旧
宮
崎
大
学
と

宮
崎
医
科
大
学
と
が
統
合

し
、新
制
宮
崎
大
学
と
し

て
、平
成
16
年
4
月
の
国

立
大
学
法
人
化
を
経
て
、

「
世
界
を
視
野
に
地
域
か

ら
始
め
よ
う
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、統
合
・
法

人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

す
べ
く
積
極
的
に
大
学
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
つ

も
り
で
す
。

　

来
年
4
月
に
は
既
存
の

学
内
組
織
を
改
編
し
て
、

新
学
部「
地
域
資
源
創
成

学
部
」を
立
ち
上
げ
る
と

こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。大

学
の
序
列
化
と
格
差
拡
大

に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か

る
中
で
、地
球
規
模
で
自

ら
の
将
来
を
俯
瞰
で
き
る

有
為
の
人
材
を
如
何
に
輩

出
で
き
る
か
が
大
学
の
将

来
を
左
右
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

大
学
は
様
々
な
批
判
を

受
け
な
が
ら
も
、数
十
年

前
と
は
比
較
で
き
な
い
位

に
変
化
し
て
い
ま
す
。

束
同
窓
会
長
か
ら
同
会
の

吉
澤
健
会
長
（
高
5
）
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

南
信
州
文
化
財
の
会
は

昭
和
40
年
１
月
、
飯
田
下

伊
那
の
歴
史
や
文
化
な
ど

の
研
究
者
40
余
人
に
よ
っ

て
発
足
し
、
今
年
が
創
立

50
周
年
。
現
在
会
員
は
約

１
３
０
人
。
会
員
た
ち
は

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
調

査
研
究
・
執
筆
活
動
に
取

り
組
む
一
方
、
各
市
町
村

教
育
委
員
会
と
協
力
し

て
、
文
化
財
の
保
護
保
全

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
高
松
賞
」
は
同
窓
会

社
会
貢
献
委
員
会
が
各
方

面
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て

選
考
す
る
。
同
会
は
会
員

の
大
多
数
が
本
校
同
窓
生

で
あ
り
、
郷
土
の
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
功

績
が
評
価
さ
れ
た
。

れ
た
。演
題
は「
未
来
は
君

た
ち
の
為
に
あ
る
」。

　

講
師
は
名
古
屋
工
業
大

学
卒
で
、
多
摩
川
精
機
代

表
取
締
役
副
会
長
の
要
職

に
あ
る
。積
極
的
な
経
営

姿
勢
で
事
業
を
推
し
進

め
、
地
域
振
興
と
会
社
経

営
は
両
輪
で
あ
る
と
い
う

信
念
の
も
と
、
地
域
の
課

題
解
決
を
経
営
課
題
解
決

と
共
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

社
会
貢
献
委

員
会
主
催
の

オ
ー
プ
ン
講
演

会
が
、
6
月
4

日
に
母
校
の
小

体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。講
師

は
萩
本
範
文
さ

ん（
高
15
）。生

徒
約
６
０
０
人

と
一
般
者
の
参

加
を
得
て
行
わ

　

代
表
幹
事
の
意
気
込
み

で
、
総
会
の
テ
ー
マ
を

「
和
」
に
決
め
、
同
窓
会

会
報
で
の
呼
び
掛
け
に
始

ま
り
、
会
場
の
雰
囲
気
も

「
和
」
ら
し
く
工
夫
す
る

と
共
に
、
水
引
を
胸
に
、

当
番
と
し
て
世
話
役
に
徹

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

み
、
地
元
開
催
で
は
最
も

多
数
の
参
加
者
を
得
た
こ

と
に
満
足
し
て
、
役
割
を

果
た
せ
た
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
。

同
好
会
だ
よ
り

赤
石
将
棋
同
好
会

同
窓
会
新
役
員
名
簿

同
窓
会
新
役
員
名
簿

会
　
長　

宮
島　

八
束　

高
15

副
会
長　

矢
澤　

昭
彦　

高
12

　
　
　
　

佐
々
木
康
夫　

高
15

　
　
　
　

坂
巻　

道
弘　

高
18

　
　
　
　

小
木
曽
玲
子　

高
21

　
　
　
　

大
田
中
峰
雄　

高
22

理
　
事　

福
澤　

亀
人　

高
6

　
　
　
　

久
保
田　

騰　

高
9

　
　
　
　

角
田　

禊
治　

高
11

　
　
　
　

木
村　

宣
男　

高
12

　
　
　
　

塚
田　

紀
昭　

高
12

　
　
　
　

今
村　

博
昭　

高
14

　
　
　
　

榊
山　

俊
彦　

高
14

　
　
　
　

中
村　

英
文　

高
14

　
　
　
　

戸
谷　

広
恵　

高
15

　
　
　
　

佐
々
木
孝
治　

高
17

　
　
　
　

平
沢　

忠
明　

高
17

　
　
　
　

宮
澤　

豊
司　

高
17

　
　
　
　

矢
澤
加
代
子　

高
17

　
　
　
　

村
澤
ふ
き
子　

高
18

　
　
　
　

亀
割　

國
勝　

高
19

　
　
　
　

関
口　

収
司　

高
20

　
　
　
　

宮
嶋　

清
子　

高
20

　
　
　
　

小
林　
　

伸　

高
21

　
（
学
校
）杉
本　

秀
男　

高
23

監
　
事　

河
野　

克
己　

高
19

　
　
　
　

山
田　

章
平　

高
20

顧
　
問　

長
坂　

好
忠　

中
41

　
　
　
　

萩
本　

博
幸　

中
46

　
　
　
　

伊
藤　

喜
平　

高
5

　
　
　
　

中
島　
　

清　

高
8

　
　
　
　

木
下　

俊
佐　

高
10

　
　
　
　

塚
田　

紀
昭　

高
12

　
　
　
　

髙
橋　

岑
俊　

高
15

　
　
　
　

田
中　

秀
憲　

高
18

　
　
　
　

吉
田　

博
美　

高
20

　
　
　
　

清
水　

越
郎　

高
21

　
　
　
　

小
島　

康
晴　

高
26

　
　
　
　

小
池　
　

清　

高
29

　
　
　
　

牧
野　

光
朗　

高
32

　
　
　
　

吉
川　

彰
一　

高
41

　
　
　
　

牧
島
晃
校
長　

高
28

事
務
局
長

　
　
　
　

井
出　

雅
陽　

高
17

事
務
局
員

　
　
　
　

小
林　

朱
美　

高
19

菅
沼　

龍
夫
（
高
19
）

講
師　

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
長

日
向
の
国
か
ら

　
　

地
方
国
立
大
学
の
挑
戦

定
期
総
会
記
念
講
演
を
終
え
て

新
役
員
ご
挨
拶

佐
々
木
康
夫（
高
15
）

角
田
　
禊
治（
高
11
）

木
村
　
宣
男（
高
12
）

亀
割
　
國
勝（
高
19
）

大
田
中
峰
雄（
高
22
）

坂
巻
　
道
弘（
高
18
）

副
会
長

社
会
貢
献
委
員
長

会
員
名
簿
作
成
委
員
長

Ｈ
Ｐ
委
員
長

副
会
長

副
会
長

と
が
起
き
る
も
の
で
す
。

今
回
の
役
員
も
然
り
で
、

本
会
に
疎
い
私
は
、
現
在

総
会
の
資
料
を
座
右
の
書

に
活
動
内
容
を
把
握
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会
の

目
的
で
あ
る「
会
員
相
互

の
親
睦
、
学
校
と
の
関
係

を
密
接
に
、
そ
の
発
展
に

寄
与
し
な
が
ら
社
会
に
貢

献
し
て
い
く
」を
微
力
な

が
ら
形
に
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
。

小
木
曽
玲
子（
高
21
）

副
会
長

角田　禊治社会貢献委員長 （高 11）

オープン講演会

定
期
総
会
へ
の
思
い

郷土の文化発展に貢献を評価

南信州文化財の会
に贈る

南信州文化財の会
に贈る
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に
混
入
し
て
い
た
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
、
内
分
泌
か
く

乱（
環
境
ホ
ル
モ
ン
）が
疑

わ
れ
て
い
ま
す
。
夫
は
、

仕
事
と
し
て
ホ
ル
モ
ン
分

析
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

気
に
な
っ
て
い
た「
ベ
ト

ナ
ム
の
枯
葉
剤
の
今
」を

知
り
た
い
と
、
２
０
０
８

年
か
ら
二
人
で
金
沢
大
学

の
チ
ー
ム
に
参
加
。
ホ
ッ

ト
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

　

私
の
仙
台
の
大
学
時
代

は
１
９
６
０
年
代
の
後

半
、薬
学
を
選
び
ま
し
た
。

豊
か
と
言
え
な
い
農
家
の

三
女
で
、
進
学
で
き
た
の

が
幸
運
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
奨
学
金
・
寮
生
活
で

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
し

か
っ
た
頃
で
も
あ
り
ま

す
。
米
軍
は
南
ベ
ト
ナ
ム

に
枯
葉
剤
を
散
布
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
奇
形
児
が

多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

で
も
、
因
果
関
係
は
い

ま
だ
に
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

大
学
４
年
の
時
、
た
ま

た
ま
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
が
専
門
の
教
室
に
入

り
ま
し
た
。
夫
と
そ
こ
で

出
会
い
ま
し
た
。
枯
葉
剤

汚
染
地
区
に
入
っ
て
、
母

親
や
子
供
の
唾
液
や
血
液

の
ホ
ル
モ
ン
分
析
を
続
け

て
8
年
に
な
り
ま
す
。

　

や
は
り
汚
染
地
区
で

は
、
母
親
や
乳
児
に
ホ
ル

モ
ン
の
変
動
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
夫
は
退
職
後
の
2

年
前
か
ら「
ホ
ル
モ
ン
測

定
を
ベ
ト
ナ
ム
人
自
身
の

手
で
」を
目
標
に
ハ
ノ
イ

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
の
暑
い
国
で
、

根
気
の
い
る
微
量
分
析
の

技
術
者
が
育
つ
だ
ろ
う

か
、
私
は
、
今
は
裏
方
で
、

心
配
し
つ
つ
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

筆
者
紹
介

　

東
北
大
学
薬
学
部
卒
業

後
、
東
北
大
学
歯
学
部
、

昭
和
大
学
薬
学
部
に
勤

務
。
退
職
後
は
専
門
学
校

で
教
鞭
。
薬
学
博
士
。
高

森
町
出
身
、横
浜
市
在
住
。

　

今
年
6
月
、飯
田
市
の

シ
ル
ク
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
同
窓
会
定
期
総
会
。私

は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
演
奏
し
た
邦
楽
班

に
招
か
れ
会
場
に
い
ま

し
た
。

　

練
習
風
景
か
ら
拝
見

し
、本
番
で
は
大
劇
場

で
聴
く
の
と
は
違
い
、

耳
か
ら
だ
け
で
な
く
皮

膚
か
ら
体
全
体
に
筝
の

響
き
が
伝
わ
り
、感
動

を
覚
え
、こ
み
あ
げ
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。若

い
班
員
達
は
短
い
経
験
で

よ
く
こ
の
よ
う
な
演
奏
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
も
の

か
と
感
嘆
し
ま
し
た
。　

　

私
と
邦
楽
班
と
の
か
か

わ
り
の
始
ま
り
は
、平
成

17
年
5
月
1
日
付
第
53
号

の
同
窓
会
報
に
載
っ
た

「
琴
の
中
古
品
を
!!
」
と

い
う
短
い
記
事
が
目
に
と

ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。「
新

入
生
が
入
っ
て
琴
が
足
り

ず
是
非
寄
贈
を
」と
い
う

内
容
。尺
八
で
私
が
師
事

し
て
い
る
柳
内
調
風
先
生

は
、お
筝
も
教
え
て
お
ら

れ
る
の
で
、先
生
に
ご
相

談
申
し
上
げ
、新
品
の
筝

五
面
を
購
入
し
贈
っ
た
の

が
ご
縁
の
始
ま
り
で
す
。

　

私
の
尺
八
は
結
局
物

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、尺
八
や
お
筝
の
関

係
で
多
く
の
方
の
知
己
を

得
、特
に
母
校
の
邦
楽
班

と
の
ご
縁
が
出
来
た
こ
と

は
一
生
の
宝
で
す
。

　

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
邦
楽
班
に
さ
ら
に

良
い
演
奏
を
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、良
い
筝
を
揃

え
て
や
り
た
い
も
の
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ラ
グ

ビ
ー
班
が
全
国
大
会
出
場

の
場
合
に
寄
付
を
募
っ

た
様
に
、同
窓
会
と
し
て

一
肌
脱
い
で
も
ら
い
た
く

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

筆
者
紹
介　

　

旧
制
桐
生
工
専
電
気
科

卒
。電
気
工
事
会
社
に
就

職
。電
気
工
事
一
筋
で
47

年
間
勤
め
、平
成
10
年
退

社
。飯
田
市
山
本
出
身
。東

京
都
世
田
谷
区
在
住
。

が
現
代
の
子
供
達
に
も
通

じ
る
の
が
う
れ
し
い
。

　

教
科
書
か
ら
離
れ
た
学

び
に
も
注
目
し
た
い
。
列

車
内
の
案
内
は
、
日
本
語

と
英
語
の
翻
訳
が
並
ん
で

い
る
。
新
幹
線
内
に
流
れ

る
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
リ
ス

ニ
ン
グ
学
習
に
な
る
。
飛

行
機
内
の
壁
に
掛
け
ら

れ
て
い
る
電
話
機
はA

ir 
Phone

と
表
示
さ
れ
て
い

て
、telephone 

やcell 
phone

と
識
別
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
で
語
彙
が
増
え

る
。
英
単
語dog

は「
犬
」

と
い
う
名
詞
の
他
に「（
犬

の
よ
う
に
）つ
け
ま
わ
す
」

と
い
う
動
詞
の
意
味
も
あ

る
。
計
算
式9+9=6

は

Nine hours after nine 
o'clock is six o'clock. 

と
解
釈
す
る
と
、
私
達
の

発
想
が
豊
か
に
な
る
。

　

英
語
学
習
は
、
最
初
は

断
片
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
し

か
産
出
で
き
な
く
て
も
、

そ
れ
ら
を
組
み
立
て
て
再

構
築
す
れ
ば
、
分
か
り
や

す
い
言
葉
と
し
て
自
分
の

も
の
に
な
っ
て
い
く
。
ま

ず
は
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

筆
者
紹
介

　

南
山
大
学
卒
業
。
ミ

ズ
ー
リ
大
学
交
換
留
学
。

岡
崎
城
西
高
校
勤
務
。
愛

知
学
泉
大
学
研
究
所
客
員

研
究
員
。
飯
田
市
竜
丘
出

身
。
名
古
屋
市
在
住
。

　

懐
か
し
い
恩
師
を
強
い

て
お
一
人
だ
け
挙
げ
る
と

す
れ
ば
、
数
学
の
藤
原
重

幸
先
生
を
。
先
生
は
今
も

ご
健
在
だ
。

　

当
時
先
生
は
ま
だ
お
若

く
て
、
私
の
長
兄
の
年
代

だ
っ
た
か
ら
、
お
兄
さ
ん

的
感
覚
で
親
し
み
や
す

か
っ
た
。

　

授
業
は
か
な
り
の
ス

ピ
ー
ド
で
、
生
徒
の
理
解

の
程
度
な
ど
お
構
い
な
く

ど
ん
ど
ん
進
む
の
で
、
数

学
好
き
の
私
に
は
楽
し

か
っ
た
が
、
閉
口
し
た

面
々
も
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

前
号
の

同
窓
会
報

に
、
田
中

洋
二
先
生

の
訃
報
が
載
っ
て
い
た
。

先
生
は
新
学
制
の
前
、
旧

制
中
学
最
後
の
年
の
昭
和

22
年
に
、
秋
田
県
の
大
館

高
女
か
ら
転
任
さ
れ
て
来

て
国
語
を
担
当
さ
れ
た
。

　

先
生
は
、
戦
時
中
の
流

行
歌「
湖
底
の
故
郷
」
の

自
作
の
替
え
歌
を
よ
く

歌
っ
た
。「
い
か
な
る
縁

（
え
に
し
）我
あ
り
て　

は

る
ば
る
来
け
ん
北
の
く
に

　

さ
ら
ば　

な
つ
か
し
大

館
よ
…
」

　

元
歌
が
ダ
ム
建
設
で
沈

む
故
郷
を
歌
っ
た
哀
調
の

あ
る
メ
ロ
デ
ィ
だ
が
、
聞

い
て
い
て「
よ
ほ
ど
大
館

の
地
に
心
惹
か
れ
る
も
の

が
あ
る
の
だ
ろ
う
」と
感

じ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
「
秋
田
に
も
ま
だ
先
生

を
覚
え
て
い
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
な
い
」。
思
い

つ
い
て
、
秋
田
県
の
地
方

紙
に
先
生
の
訃
報
を
投
稿

し
た
。
掲
載
さ
れ
た
そ
の

日
に
、
教
え
子
の
１
人
か

ら
電
話
が
あ
り
、
後
日
、

２
人
の
方
か
ら
お
手
紙
が

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
80
代

の
女
性
で
あ
る
。
先
生
は

最
初
の
赴
任
池
と
し
て
、

戦
時
中
か
ら
4
年
間
大
館

高
女
に
勤
め
た
こ
と
を

知
っ
た
。
3
人
は
先
生
の

思
い
出
を
語
り
、
記
し
て

く
れ
た
。
お
一
人
は
別
れ

の
際
、
先
生
か
ら
も
ら
っ

は
70
年
も
前
の
こ
と
。
し

か
も
、
お
互
い
に
持
つ
一

人
の
教
師
の
思
い
出
は
違

う
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
が
時
空
を
超
え
て
、

同
じ
思
い
出
と
し
て
共
有

し
、
語
り
合
え
る
不
思
議

さ
を
感
じ
た
。と
同
時
に
、

人
生
で
青
春
時
代
の
持
つ

意
味
の
大
き
さ
を
し
み
じ

み
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　

中
田
敬
三（
高
2
）

た
と
い
う
色
紙

の
コ
ピ
ー
を

送
っ
て
く
れ
た
。

　

長
野
と
秋
田

は
遠
く
離
れ
て

い
る
。
そ
れ
に

先
生
の
思
い
出

　

高
校
で
あ
り
な
が

ら
、
当
時
は
教
科
も

教
室
担
任
も
生
徒
が

教
師
を
自
由
に
選
べ

る
と
い
う
稀
有
な
時

代
で
、
今
思
え
ば
勿

体
な
い
く
ら
い
の
生

徒
天
国
。

　

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ

り
、
元
男
子
高
校
に
飛
び

込
ん
だ
数
少
な
い
女
生
徒

達
の
巻
き
起
こ
す
ト
ラ
ブ

ル
も
ど
き
に
、
い
つ
も
温

か
く
対
処
し
て
く
だ
さ
っ

た
故
伊
沢
集
治
教
頭
先
生

の
お
顔
も
目
に
浮
か
ぶ
。

　

父
の
転
勤
に
よ
り
中
・

高
6
年
間
に
二
度
の
転
校

で
3
校
を
経
験
し
た
が
、

高
2
・
3
を
学
ん
で
卒
業

し
た
飯
田
高
松
高
校
こ
そ

わ
が
母
校
。
教
え
を
受
け

た
全
て
の
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

香
山
淑
江（
高
4
）

我
が
師
の
恩 

②

数
学　

在
職　

昭
和
25
年
３
月
～
35
年
８
月

藤
原
　
重
幸 

先
生（
中
42
）

ベトナム中部フーカットにて　筆者中央

定期総会で竹村さんを囲んで

（
中
46
）

（
旧
姓
本
島 

高
17
）

同窓生

交歓のひろ場交歓のひろ場交歓のひろ場

（高40）
　

高
校
時
代

は
英
語
に
夢

中
に
な
り
す

ぎ
た
。
恩
師

の
中
村
俊
郎

先
生
か
ら
は

「
英
語
ば
か

り
成
績
が
良

く
て
も
大
学

は
受
か
ら
ん

ぞ
」
と
苦
笑

さ
れ
た
。
当
時
、
塾
で
受

験
勉
強
を
発
展
さ
せ
る
欲

が
な
か
っ
た
が
、
現
在
は

英
語
科
教
諭
だ
。

　

英
語
学
習
法
を
教
え
て

ほ
し
い
と
生
徒
達
が
や
っ

て
く
る
。
高
校
時
代
の
授

業
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
、

調
べ
た
単
語
を
ま
と
め
た

ノ
ー
ト（
3
年
間
で
4
冊
）

を
見
せ
る
と
、
大
切
に
眺

め
な
が
ら「
僕
も
頑
張
る
」

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
抱

く
。
30
年
も
前
の
学
習
法

国
語　

在
職　

昭
和
22
年
10
月
～
28
年
３
月

故
田
中
　
洋
二
先
生（
旧
姓
木
下 

中
38
）

体育祭で生徒達と　筆者右から 2 人目

「北国のをとめの園に紅葉散る…」
田中先生が女生徒に残した色紙

故
田
中
　
洋
二
先
生（
旧
姓
木
下 

中
38
）
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仁
志
さ
ん（
高
27
）に「
地

域
経
済
に
つ
い
て
」と
題

し
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域
経
済
の
現

状
に
つ
い
て
大
変
分
か
り

や
す
い
解
説
で
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
滞
り
な
く
終
わ

り
先
輩
の
今
村
衛
さ
ん

（
高
５
）の
乾
杯
に
よ
り
懇

親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
酒
が
進
む
に
つ
れ
て

あ
ち
こ
ち
で
、
話
の
輪
が

で
き
て
宴
会
も
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
瞬
く
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
終
わ

り
に
校
歌
を
大
合
唱
し
、

万
歳
三
唱
を
し
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

片
桐
芳
治（
高
21
）

　

松
尾
支
部

（
支
部
長
・

平
栗
仲
助
・

高
７
）で
は
、

26
年
度
総
会

を
過
日
、
矢

澤
昭
彦
副
会

長
並
び
に
牧

野
飯
田
市
長

を
来
賓
に
お

迎
え
し
、
会

員
約
40
人
が

出
席
し
て「
宇
賀
屋
」
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
26
年
度
事

業
報
告
、
会
計
報
告
、
監

査
報
告
、
27
年
度
事
業
計

画
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、
新
支
部
長
に

角
田
禊
治
さ
ん（
高
11
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
恒
例
の
講
演
で

は
、
牧
野
飯
田
市
長
が
市

政
全
般
に
つ
い
て
お
話
を

さ
れ
、
特
に
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
長
野
県
駅
関
連
で

は
、
南
信
州
が
東
京
圏
・

中
京
圏
の
通
勤
エ
リ
ア
に

な
る
な
ど
熱
く
解
説
を
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
木
下

房
男
さ
ん（
日
本
地
質
学

会
員
、
高
17
）が
八
ヶ
岳

　

去
る
３
月
19
日
、
ビ
ー

ラ
ク
ス
マ
ツ
カ
ワ
に
於
て

鼎
学
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
総
会
は
役
員
改

選
期
に
あ
た
り
、
新
た
に

鈴
木
武
志
副
会
長（
高
5
）

が
会
長
に
選
任
さ
れ
る
と

共
に
、

役
員
も

40
代
の

フ
レ
ッ

シ
ュ
な

顔
ぶ
れ

も
含
め

た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ

れ
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
最
も
多
い
と

思
わ
れ
る
約
40
人
の
会
員

が
参
加
し
、
来
賓
と
し
て

本
会
か
ら
中
島
清
会
長
、

鼎
学
窓
会
員
で
も
あ
る
牧

野
光
朗
市
長
の
ご
出
席
を

頂
き
、
お
二
人
か
ら
の
ご

挨
拶
に
続
い
て
、
所
用
に

よ
り
ご
欠
席
の
西
條
学
校

長
か
ら
頂
い
た
挨
拶
文
に

よ
り
、
在
校
生
の
活
躍
の

模
様
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 　

恒
例
の
鼎
学
窓
会
員
の

想
い
を
発
表
す
る
場〝
な

か
ま
の
声
〟の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
参
加
会
員
中
最
年

少
の
三
和
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

㈱
代
表
取
締
役
沢
宏
宣
さ

ん（
高
45
）か
ら
、「
高
校

生
の
地
元
回
帰
率
に
つ
い

て
」と
題
し
て
、
自
社
と

地
域
経
済
に
対
す
る
熱
い

心
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
40
代
前
半
の
精

鋭
6
人
の
音
頭
に
よ
る
校

歌
大
合
唱
、
締
め
の
万
歳

は
最
年
長
伊
藤
篤
さ
ん

（
高
３
）に
お
願
い
し
、
次

回
の
再
会
を
約
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

山
崎
昌
伸（
高
26
）

の
成
り
立
ち
を
推
測
す
る

岩
石
の
収
集
・
分
析
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
懇
親
会

に
移
り
、
牧
野
市
長
を
囲

ん
で
リ
ニ
ア
新
幹
線
開
通

後
の
飯
田
市
に
つ
い
て
現

在
検
討
さ
れ
て
い
る
内
容

な
ど
を
質
問
し
、
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
校
歌
を
大
合
唱

し
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

木
下　

博（
高
13
）

　

平
成
14
年
３
月
ス
タ
ー

ト
し
た
わ
が
支
部
も
、
現

在
の
会
員
数
は
１
０
１
人

と
な
り
ま
し
た
。
設
立
時

よ
り
毎
年
総
会
が
開
か

れ
、
今
年
で
14
回
を
数
え

ま
す
。
総
会
に
は
本
会
役

員
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
同
窓
会
の
現
状
や
学

校
の
様
子
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

わ
が
支
部
総
会
の
特
徴

は
、
会
員
を
講
師
に
毎
回

活
動
報
告
等
を
し
て
交
流

を
深
め
て
い
る
点
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
支
部

内
の
会
員
に
よ
る
卓
話
が

恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
地

元
で
活
動
し
て
い
る
会
員

の
様
子
を
知
り
、
懇
親
を

深
め
る
こ
と
で
、
支
部
の

繋
が
り
が
年
々
強
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

本
年
は
松
原
邦
夫
さ

ん（
高
25
）の「
羽
場
か
ら

見
え
る
山
」と
題
す
る
卓

話
で
し
た
。
松
原
さ
ん
の

数
多
い
山
登
り
の
経
験
か

ら
、
踏
破
の
苦
労
や
家
族

の
絆
を
知
る
逸
話
を
交
え

な
が
ら
地
元
の
名
山
や
知

ら
れ
ざ
る
山
々
に
つ
い
て

興
味
深
い
解
説
が
あ
り
、

改
め
て
地
域
を
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
で
活
躍
す

る
多
彩
な
会
員
が
現
れ
そ

う
で
楽
し
み
で
す
。
さ
ら

に
若
い
年
代
と
女
性
の
加

入
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　

吉
澤
裕
美
子（
高
19
）

　

3
月
8
日
、
27
年
度
の

支
部
総
会
を
地
元
の「
ふ

じ
松
」に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
、

座
光
寺
支
部
は
会
員
数

１
３
８
人
で
、
今
回
は
31

人
の
方
の
出
席
を
得
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
木
下
副
会

長
の
ご
出
席
を
い
た
だ

き
、
母
校
や
同
窓
会
の
現

況
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
横
田
隆
司

支
部
長（
高
5
）の
退
任
に

伴
い
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
古
井
武
志
副
支
部
長

（
高
8
）が
新
支
部
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

恒
例
の
会
員
講
話
は
飯

田
信
金
鼎
支
店
長
の
中
島

　

支
部
総
会

を
去
る
４
月

25
日
に
開
催

し
た
。
前
年

度
事
業
・
決

算
、
本
年
度

事
業
・
予
算

の
承
認
と
新

役
員
の
選

出
。
続
い
て

中
島
本
会
々

長
の
来
賓
ご

挨
拶
。

　

次
に
会
員
発
表
。
松
村

隆
平
さ
ん（
高
17
）の「
果

物
の
話
」。
Ｕ
タ
ー
ン
就

農
し『
や
は
ぎ
農
園
』
を

経
営
し
て
い
る
現
況
に
基

づ
く
興
味
深
い
視
点
。

●

世
界
と
日
本
の
果
物
生

産
高
、
日
本
の
果
物
輸
出

入
の
状
況
●

果
物
の
消
費

と
国
産
果
物
の
生
産
動
向

●

や
は
ぎ
農
園
の
歴
史
と

現
況
。

　

会
員
発
表
は
支
部
総
会

の
目
玉
。
過
去
の
発
表
の

中
か
ら
紹
介
す
る
と
、

●

下
伊
那
の
蚕
糸
業（
竹

村
龍
之
助
）●
金
融
マ
ン

の
独
り
言（
宮
島
英
夫
）●

欧
州
農
業
視
察
の
話（
原

勝
男
）●
ハ
ー
モ
ニ
カ
に

魅
せ
ら
れ
て（
鐡
澤
鐡
豊
）

●

飯
田
の
こ
こ
ろ（
近
藤

政
彰
）●
松
尾
多
勢
子
の

業
蹟（
山
内
尚
巳
）●
私
の

万
葉
集（
那
須
弘
人
）●
連

合
赤
軍「
浅
間
山
荘
事
件
」

を
語
る（
久
保
秋
雄
）●
日

本
酒
の
話（
濱
島
光
男
）。

　

会
員
発
表
を
通
し
て
会

員
の
新
た
な
一
面
に
接
し

相
互
の
交
流
を
深
め
る
と

共
に
支
部
活
動
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。
若
い
会
員

の
活
力
に
も
期
待
す
る
。

　

総
会
の
後
の
懇
親
会
は

和
気
あ
い
あ
い
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
終

わ
っ
た
。

　
　
　

那
須
弘
人（
高
８
）

し
い
状
態
。
こ
の
た
め
少

し
で
も
出
席
者
増
を
図
る

方
策
と
し
て
会
員
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。今
年
は
若
く
し

て
視
力
を
失
い
な
が
ら
障

害
に
負
け
ず
、地
域
活
動

に
も
積
極
的
に
関
わ
る
原

哲
夫
さ
ん（
高
19
）
の
話

を
聞
き
、そ
の
生
き
様
に

皆
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
も
母
校
が
軍
需
工
場

と
な
り
学
徒
動
員
さ
れ
た

驚
き
の
体
験
談
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
草
の
根
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
参
加
等
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
亘
る
ス

ピ
ー
チ
は
会
員
の
胸
に
強

く
響
き
好
評
で
し
た
。

　

次
に
今
年
の
総
会
で
は

本
会
が
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
社
会
貢
献
事
業

に
関
し
、支
部
と
し
て
も

道
路
植
樹
帯
の
環
境
整
備

を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
元

自
治
会
役
員
経
験
者
の
立

場
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し

　

竜
丘
支
部（
会
員

１
９
０
人
）の
活
動
と

し
て
は
、毎
年
の
定
期

総
会
・
三
年
毎
の
会

員
名
簿
更
新
と
作
成
・

新
規
会
員
の
勧
誘
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
会
の
出
席
者
は
例
年

三
十
数
人
と
や
や
さ
み

た
。総
会
で
地
域
貢
献

策
の
提
案
は
初
め
て
の

こ
と
で
あ
り
、直
ち
に

「
実
施
し
よ
う
」
の
結

論
と
は
な
ら
ず
、後
日

自
治
会
や
関
係
者
と
協

議
、慎
重
に
検
討
の
上

結
論
を
出
そ
う
と
役
員

会
で
集
約
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

竜
丘
で
も
個
々
に

は
地
域
の
子
供
達
に

ス
ポ
ー
ツ
他
の
指
導
、

古
墳
の
除
草
等
の
美
化

保
存
活
動
、学
童
の
放

課
後
教
室
等
地
域
貢
献

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、支
部
と
し
て
作
業

等
の
地
域
貢
献
を
行
う

こ
と
は
ど
う
な
の
か

種
々
の
観
点
か
ら
の
検

討
が
必
要
で
す
。
こ
の

文
が
掲
載
さ
れ
る
同
窓

会
報
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
結
論
が
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
。

　

  

中
島　

捷（
高
13
）

総会（支部）一覧総会（支部）一覧
平成 27年 4月～11月
 4. 25 山　本
 5. 13 高松会
 　　　 （市役所）
 6. 13 九　州
 6. 20 松　本
 7. 5 関　西
 7. 11 丸　山
   羽　場
 7. 12 阿　南
 7. 26 竜　丘
 8. 1 豊　丘
 8. 2 下久堅
 8. 22 上　郷
   橋　南
   松　川
 8. 23 伊賀良
 8. 29 高　森
 8. 30 喬　木
 9. 6 下　條
 10. 4 三　穂
 11. 7 在京飯田
 11. 8 静　岡

支部だよりをお寄せくださ
い。（360字以内と写真）

お 願 いお 願 い

みんな揃って

会
員
卓
話
が
恒
例
に

羽

場

支

部

鼎

支

部

幅
広
い
年
代
の
参
加
で
盛
り
上
が
る

松 尾 支 部
牧野飯田市長を囲んで意見交換

山 本 支 部
会員発表を活動の目玉に 年

一
回
の
楽
し
い
集
い

座
光
寺
支
部

支

部

か

ら

の

発

信

支部における地域貢献活動

竜 丘 支 部

Vol.18

卓話・校歌斉唱の後で

支部総会のひとこま

手をとりあって校歌を歌う
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学
年
だ
よ
り

学
年
だ
よ
り

（
中
46
）

満
澤　
　

誠

写
真
鑑
賞
で
盛
り
上
が
る

古希を迎えて
市瀬　武彦（高 16）

旋
盤
の
唸
る
学
び
舎
実
梅
落
つ

竹
槍
を
宙
に
突
き
出
す
旱
か
な

聴
き
と
れ
ぬ
玉
音
な
り
き
油
照

ゲ
ー
ト
ル
の
少
年
涕
け
り
終
戦
日

た
た
か
ひ
の
果
て
し
山
河
の
滴
れ
り

秋
澄
む
や
復
員
の
師
を
待
つ
ピ
ア
ノ

俳
誌
「
岳
」
同
人

（
高
3
）

古
畑　

恒
雄

終

戦

日

終

戦

日

校
歌
物
語
⑯

｜
赤
石
山
地
を
歩
い
て
70
年
｜

　

天
龍
川
に
沿
う
市
田
郷

に
育
っ
た
私
は「
♪
赤
石

山
は
巍
々
と
し
て
…
」と

歌
わ
れ
た
赤
石
の
山
並
み

を
朝
に
夕
に
見
て
き
た
。

　

昭
和
19
年
春
、
旧
制
飯

田
中
学
に
入
学
し
た
と

き
、
大
沢
和
夫
先
生
の
授

業
は
屋
上
か
ら
始
ま
っ

た
。
盆
地
を
囲
む
山
々
の

名
前
を
す
べ
て
名
指
し
て

く
れ
た
。
以
来
そ
の
山
名

を
忘
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

校
歌
は
野
球
の
応
援
の

時
な
ど
に
3
番
も
欠
か
さ

ず
歌
っ
た
。
今
は「
千
余

の
学
徒
」と
歌
う
よ
う
だ

が
、
当
時
は「
九
百
の
健

児
」と
歌
っ
た
。

　

中
学
2
年
の
夏
、
学
徒

動
員
中
に
敗
戦
。
心
の
衝

撃
は
大
き
く
、
学
校
を
さ

ぼ
っ
て
山
ば
か
り
行
っ
て

い
た
。
昭
和
23
年
８
月
、

同
志
２
人
と
伊
那
大
島
駅

か
ら
歩
き
始
め
、
赤
石
嶽

へ
登
り
、大
井
川
へ
下
り
、

白
根
山
脈
を
越
え
て
富
士

川
ま
で
歩
い
た
。
米
と
味

噌
と
地
下
足
袋
で
４
泊
５

日
の
山
行
が
赤
石
研
究
の

あ
り
、
お
互
い
疎
遠
に

な
っ
て
い
ま
す
。
周
囲
の

こ
と
は
あ
ま
り
気
に
す
る

こ
と
な
く
毎
日
が
む
し
ゃ

ら
に
働
き
、
気
が
つ
く
と

子
供
た
ち
は
母
親
の
子
供

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
歩
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。
男
の
孤
独
感
を
感
じ

始
め
た
頃
、
こ
の
集
ま
り

は
青
春
時
代
の
共
通
の
思

い
出
が
あ
り
、
話
に
花
が

咲
き
旧
交
を
温
め
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
気
楽
に
語

り
合
う
素
晴
ら
し
い
25
周

年
記
念
事
業
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
機
に
我
々

一
六
会
（
高
16
）
は
、
3

年
に
一
度
の
割
合
で
集
ま

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

還
暦
の
祝
い
は
１
０
０
人

の
仲
間
が
集
ま
り
、
京
都

の
古
刹
・
智
積
院
で
行
い
、

千
年
木
の
楠
を
記
念
植
樹

し
ま
し
た
。
古
希
の
祝
い

も
大
き
く
な
っ
た
楠
の
下

に
70
人
集
ま
り
智
積
院
で

行
い
、
傘
寿
も
こ
こ
で
集

ま
ろ
う
と
誓
っ
て
散
会
し

ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
京

都
を
旅
す
る
時
、
智
積
院

を
お
参
り
し
て
下
さ
い
。

本
堂
に
向
か
う
鐘
楼
の
そ

ば
に
飯
田
高
校
を
示
す
石

柱
と
我
々
の
楠
が
凛
と

立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
や
飯
田
高

校
卒
業
25
周
年

は
伝
統
的
行
事

に
定
着
し
た
感

が
あ
り
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後

歩
い
て
き
た
道

は
百
人
百
様
で

　
「
二
学
年
連

続
で
25
周
年
記

念
同
窓
会
な
し

か
!
お
前
ら
へ3

ぼ3

だ
な
」
と
高

31
回
生
の
先
輩

よ
り
お
叱
り
を

受
け
る
。
何
十

年
経
っ
て
も
当

時
の
3
年
と
1
年
の
関
係

は
今
で
も
当
然
絶
対
だ
。

25
周
年
が
で
き
な
か
っ
た

異
郷
の
友
の
た
め
、
20
ヶ

月
前
か
ら
毎
月
開
催
の
20

回
の
打
ち
合
わ
せ
。
そ
の

成
果
は
同
年
３
７
０
人

中
、
参
加
１
８
０
人
、
寄

付
金
申
出
総
数
２
６
７

人
。
総
額
は
百
万
円
。
現

役
国
公
立
合
格
者
数
記
録

が
長
く
残
っ
た
33
回
生
の

面
目
躍
如
だ
。

　

た
こ
踊
り
保
存
会
に
よ

る「
飯
高
名
物
た
こ
踊
り
」

校
歌
応
援
歌
と
エ
ー
ル
。

第
二
の
母
校
と
言
っ
て
く

れ
る
恩
師
か
ら
の
エ
ー
ル

返
し
と
締
め
の
万
歳
。
全

員
で
二
度
の
校
歌
斉
唱
。

　

お
先
に
「
へ
ぼ
」
脱
出

さ
せ
て
頂
き
ま
す
よ
。
一

学
年
上
の
在
飯
の
高
32
回

の
先
輩
方
た
ち
よ
!

表
す
る
運
動
班
と
な
り
、

大
学
や
社
会
人
チ
ー
ム
で

活
躍
す
る
卒
業
生
も
多
く

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

私
が
子
ど
も
達
の
ラ
グ

ビ
ー
に
関
わ
っ
て
間
も
な

く
30
年
に
な
る
が
、
こ
の

子
達
が
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

で
校
歌
と
勝
利
の
曲
を
歌

わ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

　

結
び
に
、
同
窓
生
の
皆

様
方
に
は
、
花
園
出
場
な

ど
今
日
ま
で
の
温
か
い
ご

支
援
に
Ｏ
Ｂ
会
を
代
表
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

剣
道
部
に
在

籍
し
た
1
年
生

の
冬
、
飯
田
高

校
恒
例
の
ラ
グ

ビ
ー
の
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
、
向

か
っ
て
き
た
陸

上
部
の
大
柄
な

相
手
へ
の
タ
ッ

ク
ル
が
見
事
に

決
ま
っ
た
。
そ

の
心
地
良
さ
に

年
度
末
に
は
剣

道
部
を
円
満
退

部
？
し
、
2
年
生
で
ラ
グ

ビ
ー
に
入
部
し
た
。

　

監
督
は
、
東
大
で
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
い
た
の

で
、
い
や
バ
イ
オ
リ
ン
を

弾
い
て
い
た
の
で
首
が
曲

が
っ
た
と
聞
い
た
穴
熊
こ

と
矢
島
勝
先
生
で
、
技
術

的
な
指
導
を
受
け
た
記
憶

　

5
月
15
日
、
平
成
27
年

度
飯
田
中
学
第
46
期
首
都

圏
同
期
会
を
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
17
人
参
集
し

開
催
し
た
。

　

中
3
年
次
は
学
徒
動
員

先
、
下
諏
訪
の
軍
需
工
場

で
8
月
15
日
終
戦
。

　

夏
の
青
空
白
い
雲
、
軍

に
所
属
し
て
い
た
仲
間
も

母
校
に
戻
る
。
学
業
に
復

帰
後
学
制
改
革
、
中
学
5

年
制
は
我
々
の
年
度
で
終

了
。
中
46
期
は
ド
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
学
年
で
あ
っ
た
。

　

当
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は

名
滝
巡
る
桑
原
忠
三
君
の

写
真
鑑
賞
。“
静
と
動
”の

解
説
に
共
感
す
る
。
戦
後

70
年
首
都
圏
の
修
羅
場
を

乗
り
越
え
た
写
真
の
面
構

え
、
心
は
青
春
の
中
学
生

だ
。こ
れ
に
比
し
現
役
生
、

お
利
口
過
ぎ
な
い
か
？
校

歌
白
雲
の
谷
深
く
…
迄
斉

唱“
来
年
は
米
寿
記
念
の

集
い
を
！
”幹
事
気
合
い

の
言
を
受
け
散
会
し
た
。

は
な
い
が
、
誰
も
が
声
を

掛
け
ら
れ
る
身
近
な
存
在

で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
現

役
時
代
の
戦
績
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

当
時
は
ラ
グ
ビ
ー
の
知

名
度
や
関
心
も
低
く
、
城

下
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
県
大
会
の
決
勝
戦
で
も

閑
な
級
友
数
人
が
応
援
す

る
と
い
っ
た
程
度
で
あ
っ

た
。
ジ
ャ
ー
ジ
も
何
回
も

繕
わ
れ
た
物
を
先
輩
か
ら

受
け
継
ぎ
、
ス
パ
イ
ク

シ
ュ
ー
ズ
も
暫
く
履
く
と

靴
底
に
円
錐
状
に
削
っ
た

皮
を
打
ち
付
け
た
釘
が
刺

さ
る
と
い
っ
た
代
物
で
、

「
危
な
い
、
汚
い
」
が
一

般
的
な
見
方
で
あ
っ
た
。

　

今
や
母
校
の
ラ
グ
ビ
ー

班
は
全
国
大
会
出
場
を
常

に
期
待
さ
れ
る
学
校
を
代

門
出
に
な
っ
た
。
以
来
、

信
州
大
、
教
員
時
代
と
地

質
調
査
を
続
け
て
き
た
。

　
「
♪
あ
あ
白
雲
の
谷
深

く
…
」と
歌
い
継
ぐ
山
河

に
今
、
リ
ニ
ア
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
る
。
赤
石
山

地
は
海
底
か
ら
の
隆
起
で

形
成
さ
れ
、
現
在
も
年
毎

に
高
く
な
っ
て
い
る
我
が

国
第
一
の
変
動
地
帯
だ
。

リ
ニ
ア
で
山
体
を
貫
け

ば
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

山
も
谷
も
ト
ン
ネ
ル
も
崩

れ
る
。
地
震
の
度
に
成
長

し
て
き
た
山
を
知
ら
ず
し

て
経
済
発
展
だ
け
に
将
来

を
望
ん
で
い
て
は
い
け
な

い
。
松
島　

信
幸（
高
2
）

修羅場を乗り越えた仲間達

講演者　市瀬君、井出君
（左から2人目・3人目）を囲んで

クラスマッチのラグビーから50年
今牧　英明（高 20）ラグビー班OB会

高松倶楽部会長

赤石横断登山を終えて
天龍川畔で（筆者右）

「へぼ」卒業の35周年
代田　賢治（高 33）

小林　　泉（高 7）生きがいの原点とも

おらが同期の自慢ばなしおらが同期の自慢ばなしおらが同期の自慢ばなし⑪

番
楽
し
く
や
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

35
年
ほ
ど
前
か
ら
市
内

の
中
部
電
力
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
を
借
り
て「
高
七

展
」を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
無
料
で
貸
し
て
い
た

だ
け
る
手
ご
ろ
な
場
所
が

あ
っ
た
か
ら
続
け
て
こ
れ

た
の
で
す
が
、
地
元
だ
け

で
な
く
各
地
か
ら
絵
画
、

書
、
写
真
、
篆
刻
、
陶
芸
、

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
力
作
を

昨
年
で
同
所
が
ク
ロ
ー
ズ

す
る
ま
で
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
号
が
お
手
元
に
届

く
こ
ろ
に
は
終
わ
っ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ぞ
れ
に
総
会
開
催
し
参

加
し
合
っ
て
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

当
然
な
が
ら
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
が
、
今
一

　

今
年
60

周
年
を
迎

え
る
我
々

同
期
、
既

に
70
人
程

は
送
り
ま

し
た
が
、

在
郷
高
七

会
を
母
体

と
し
て
首

都
圏
、
中

京
地
区
と

毎
年
そ
れ

今
年
60
周
年
を
記
念
し
て

10
月
、
三
宜
亭
に
て
祝
賀

会
を
開
催
す
る
に
当
た
っ

て
、
同
期
原
君
の
設
計
に

よ
る
美
術
博
物
館
、
市
民

ギ
ャ
ラ

リ
ー
に

於
い
て

最
終
回

と
も
な

る
か
も

知
れ
な

い
我
が

「
高
七
展
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

首
都
圏
高
七
会
で
は
毎

月
定
期
的
に
囲
碁
会
を
開

い
た
り
た
ま
に
は
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
行
っ
た
り
、

短
歌
会
な
ど
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
地
元
で

は
有
志
で
毎
月
第
三
土

曜
日
に
例
会
を
開
催
し

杯
を
交
わ
し
て
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
を
体
感
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
纏
ま
り
が

折
に
触
れ
高
松
魂
を
続

け
る
原
点
と
な
り
自
ず

と
同
窓
会
に
た
い
す
る

思
い
を
持
ち
続
け
る
そ

の
こ
と
が
体
に
自
然
に

沁
み
こ
ん
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。「
友
よ

若
木
の
」は
同
期
の
作

詞
、
作
曲
で
し
た
。

2014 年の「高七展」

’14 菅平高原にて子ども達と !

７月 21 日、智積院にて
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今
年
の
母
校

の
班
活
動
は
全

国
大
会
へ
8

班
、
地
方
大
会

へ
2
班
出
場
と

例
年
以
上
の
活

躍
で
す
。

　

常
連
の
勢
い

を
持
つ
団
体
の
班
に
加

え
、
個
人
技
に
秀
で
た
班

の
活
躍
も
目
立
ち
、
飯
田

高
校
な
ら
で
は
の
幅
広
い

分
野
の
出
場
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
今
年
は
、
34
年

振
り
の
快
挙
と
し
て「
吹

奏
楽
班
」が
県
代
表
１
位

の
成
績
で
東
海
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
躍
の
裏

に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

同
じ
く
母
校
先
輩
各
位
の

多
大
な
支
援
が
あ
り
ま

す
。
是
非
高
校
時
代
に
経

験
し
た
懐
か
し
き
班
と
連

絡
を
取
り
合
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。
班
の
発
展

と
生
徒
の
将
来
に
寄
与
す

る
こ
と
間
違
い
な
し
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
第
60
回
と
い
う

こ
と
で
周
囲
か
ら

の
期
待
も
強
く
、

と
て
も
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
例
年

と
は
異
な
る
日
程

で
あ
っ
た
た
め
不

安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
早
い
段
階
か

ら
係
長
会
を
開
き
、
計
画

を
練
り
、
係
長
達
の
努
力

の
お
陰
で
、
文
化
会
館
で

の
音
楽
会
や
、
全
校
生
の

　

邦
楽
班
は
、
全
国
高
総

文
祭（
滋
賀
大
会
）日
本
音

　

自
分
は
7
月
30
日
か
ら

8
月
2
日
に
奈
良
県
宇
陀

市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

総
体
空
手
道
競
技
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

結
果
は
3
回
戦
敗
退
で

し
た
。
高
校
最
後
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
、
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
、
応
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
結
果

で
恩
返
し
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
残
念
で
す
。

　

高
校
で
の
班
活
動
で
学

ば
せ
て
頂
い
た
沢
山
の
事

を
、
こ
れ
か
ら
の
学
習
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

北
澤
久
遠（
3
年
） 　

代
表
と
し
て
全
国
総
合

文
化
祭
書
道
部
門
に
出
場

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
０
０
点
以
上
の
全
国

の
書
道
作
品
を
鑑
賞
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
様
々
な
作

品
の
素
晴
ら
し
さ
に
圧
倒

　

8
月
17
日
か
ら
京
都
で

全
国
大
会
が
行
わ
れ
、
百

Ｍ
と
2
百
Ｍ
の
自
由
形
に

出
場
し
ま
し
た
。
高
校
生

　

1
年
生
の
時
に
長
野
県

の
下
級
の
大
会
で
優
勝
で

き
た
の
が
、
棋
力
の
伸
び

や
全
国
大
会
出
場
の
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
全
県

上
位
2
人
が
出
場
と

い
う
こ
と
で
そ
の
壁

は
厚
く
、
結
果
を
残

す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
将
棋

の
奥
深
さ
を
痛
感
し
た
と

共
に
一
層
将
棋
愛
が
増
し

ま
し
た
。
後
輩
に
も
全
国

大
会
出
場
を
目
指
し
て
将

棋
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
で
す
。

　
　
　

冨
田
開
登（
3
年
）

　

2
年
連
続
県
予
選
で
優

勝
し
第
2
回
7
人
制
全
国

大
会
へ
参
加
。
予
選
リ
ー

グ
で
は
黒
沢
尻
北
に
競
り

負
け
、
長
崎
北
陽
台
に
大

敗
。
予
選
3
位
チ
ー
ム
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
鹿

児
島
実
業
に
ラ
ス
ト
ワ
ン

プ
レ
ー
で
逆
転
負
け
で
し

た
が
、
山
形
中
央
に
は
余

裕
の
あ
る
ゲ
ー
ム
で
悲
願

の
１
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
も
競
っ
た
試
合
を

勝
ち
き
れ
な
い
課
題
が
残

り
ま
し
た
。

監
督　

湯
澤
一
道（
高
33
） 　

本
校
と
し
て
は
34
年
ぶ

り
の
県
代
表（
1
位
）と
し

て
東
海
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
多
く
の
名
門
私
立

校
の
中
で
惜
し
く
も
銀
賞

と
な
り
、
目
標
の
全
国
大

会（
東
海
5
県
よ
り
3
校
）

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
期
一
番
の
素
晴
ら

し
い
演
奏
が
で
き
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
生
徒
達
と
出
会
え

た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共

に
更
な
る
努
力
を
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

顧
問　

松
井
深
之

活
最
後
と
し
て
、
決

勝
進
出
を
目
指
し
頑

張
り
ま
し
た
が
、
予

選
敗
退
と
い
う
残
念

な
結
果
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
の
も
私
を
支

え
て
下
さ
っ
た
方
々
の
お

陰
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
経
験

を
将
来
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

久
保
田
直
輝（
3
年
）

　

私
た
ち
山
岳
班
は
6
月

19
日
～
21
日
に
長
野
県
の

蝶
ケ
岳
で
行
わ
れ
た
北
信

越
高
等
学
校
登
山
競
技
大

会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
た
ち
は
全
員

2
年
生
だ
っ
た
の
で
、
初

め
て
の
北
信
越
大
会
で
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
精
一
杯
の
力
を
出

　

軽
音
楽
班
は
2
年
連
続

で
全
国
軽
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
し
ま
し
た
。
バ

ン
ド
＝
不
良
と
い
う
時
代

は
終
わ
り
、
現
在
は
音
楽

と
真
摯
に
向
き
合
う
全
国

の
高
校
生
た
ち
。
そ
の

中
で
、
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
長
野
県
の
爽
や
か
な

風
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
堂
々
と

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
応
援
し
て
下
さ
っ

た
方
々
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

顧
問　

中
川
慶
彦

さ
れ
ま
し
た
。
伸
び
や
か

で
堂
々
と
し
た
作
品
が
多

く
、
私
も
そ
の
よ
う
に
書

け
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
体
験
を
生

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
書
道

を
続
け
、
向
上
し
て
い
き

た
い
で
す
。

木
下
詩
織（
3
年
）

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
よ
く
な
か
っ
た

で
す
が
、
貴
重
な
経
験
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

矢
澤
知
朗（
2
年
）

　

い
つ
も
対
戦
相
手
と
し

て
向
か
い
合
っ
て
き
た
他

校
の
生
徒
と
一
緒
に
長
野

県
代
表
と
し
て
戦
う
こ
と

で
、
良
い
チ
ー
ム
の
作
り

方
や
試
合
に
向
け
て
全
国

の
チ
ー
ム
の
情
報
収
集
な

ど
準
備
の
仕
方
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
全
国
の
相
手

か
ら
は
試
合
に
お
け
る
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　

決
勝
リ
ー
グ
へ
の
出
場

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
本
当
に
い
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
上
紗
里
佳（
3
年
）

楽
部
門
に
出
場
し
ま
し

た
。
演
奏
曲
は
7
パ
ー
ト

で
合
わ
せ
る
の
が
と
て
も

難
し
く
、
毎
日
皆
で
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
練
習

を
重
ね
ま
し
た
。
入
賞
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

全
員
が
悔
い
の
な
い
演
奏

が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。
沢
山
の
方
に
支
え

て
い
た
だ
い
て
こ
こ
ま
で

活
動
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
谷
眞
奈（
3
年
）

写
真
を
使
っ
た
モ
ザ
イ
ク

ア
ー
ト
を
始
め
、
様
々
な

工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
高
松

祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
は
初
め

て
の
試
み
が
多
く
、
準
備

期
間
が
短
く
、
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
ど
、
各
係
に
多
く
の

反
省
が
み
つ
か
り
ま
し

た
。
来
年
か
ら
は
前
年
ま

で
の
反
省
を
活
か
し
、
毎

回
進
歩
す
る
高
松
祭
を
創

り
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
高
松
祭
に

関
わ
っ
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

編
集
部
注
　
高
松
祭
事
始
め

　

5
月
に
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
、6
月
弁
論
大
会
、10
月

大
運
動
会
、
11
月
学
芸
会

と
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た

も
の
を
、「
文
化
祭
」形
式

に
し
よ
う
と
昭
和
30
年
か

ら
議
論
を
始
め
、
昭
和
31

年
9
月
よ
り
高
松
祭
が
開

幕
し
た
。
そ
れ
ま
で
運
動

会
当
夜
の
校
内
仮
装
行
列

が
飯
田
市
街
へ
の
デ
モ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
拡

大
し
、
道
路
状
況
や
風
紀

的
指
摘
が
あ
っ
て
自
治
会

活
動
の
中
で
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
盛
ん
な

議
論
が
な
さ
れ
校
内
で
盛

大
な
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー

ム
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本番前リハーサル

仲間とともに

北澤君の勇姿

笑顔が素晴らしい

出典作品

山岳班夏合宿

バンド“ToKoLo − She”

勝利した山形中央戦

日頃の研究で全国大会へ

初めてのモザイクアート（中庭）

競
技
か
る
た
班

全国大会・地方大会特集

素
晴
ら
し
い
作
品

と
の
出
会
い

書
道
班

全
国
総
合
文
化
祭
に

出
場
し
て

邦
楽
班

対
戦
相
手
か
ら
学
ぶ

２
年
連
続
出
場
し
て

将
来
を
目
指
し
て

将

棋

愛

さ
ら
に
磨
き
を

爽
や
か
な
風
を

北
信
越
大
会
を
終
え
て

今
期
一
番
の
演
奏

空
手
班

水
泳
班

将
棋
班

ラ
グ
ビ
ー（
7
人
制
）

軽
音
班

山
岳
班

吹
奏
楽
班

高
松
祭
を
終
え
て

平
沢
　
圭
祐
（
3
年
）

実
行
委
員
長

高
松
祭
を
終
え
て

平
沢
　
圭
祐
（
3
年
）

実
行
委
員
長

国体へも出場 !
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【書　籍】
  「浪合行の栞」「園原富士見台見学要項」
  「大鹿地方見学要項」「新野行軍見学要項」
  「遠山行軍見学要項」北原寛氏（中 9）遺作
 ………………………… 佐々木昭人（高 3）
  「宮下正美著作集」 ………… 山田　博章（高 4）
  「クモの科学最前線」 ……… 宮下　　直（高31）
  「信州飯田郷土人物講談12話」
  「信州飯田ふるさと講談終幕12席」
 ………………………… 牧内　雪彦（中47）
  「松本支部会報40周年記念号№17」… 松本支部
  「おひとりさまの終の住みか」
 …………………… 中澤　まゆみ（高19）
  「日本人のための英語ライティングセンター構築の
    可能性とその実現計画」（科学研究費補助金
    研究成果報告書） ………… 小島　由美（高40）
  「歌文集　歳月茫茫」 ……… 岡村　隆臣（高 2）
  「藤吾堂日記」 ……………… 井原　　修（高18）

寄
贈
品
の
紹
介










































つい

◆
20
年
程
前
か
ら
胃
が
ん

や
心
筋
梗
塞
の
手
術
を
受

け
る
な
ど
多
く
の
病
気
を

し
、
今
も
多
量
の
薬
を
飲

む
身
で
す
が
、
極
め
て
元

気
で
、毎
日
、歩
き
、庭
で

多
く
の
野
菜
作
り
を
し
、

書
道
で
県
書
道
展
に
出
品

す
る
等
残
さ
れ
た
人
生
を

楽
し
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
。　

寺
澤
廣
人（
中
45
）

◆
後
期
高
齢
の
域
、
何
と

か
平
穏
に
暮
ら
し
て
お
り

ま
す
。同
期
の
方
々
に
お

会
い
し
て
楽
し
い
時
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

塚
田
秀
子（
高
7
）

◆
母
校
の
こ
と
は
い
つ
も

心
し
な
が
ら
、
思
い
を
寄

せ
て
い
ま
す
。今
回
、同
窓

会
の
定
期
総
会
に
、
久
し

ぶ
り
に
出
席
し
ま
し
た
。

実
家
に
帰
る
用
事
が
あ
り

ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
に
と
思

い
…
。 

宮
島
直
司（
高
8
）

◆
医
者
、
薬
要
ら
ず
で
元

編
集
委
員

教育振興基金賛助金

1,025,000 円
平成 27 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日

飯田高校教育振興基金振込口座名

上期寄付者名簿
　高 33 回 35 周年記念事業

　龍口新八郎　　中 47 回
　木下　俊佐　　高 10 回
　北原喜美夫　　高 16 回

飯田高校教育振興基金

◎ゆうちょ銀行
　名義「飯田高校教育振興基金」
　口座番号00500-4-33149

◎八十二銀行上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　117302

◎飯田信用金庫上郷支店
　名義「飯田高校教育振興基金管理運営委員会」
　口座番号　普通　3617183
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中
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和
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高
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平
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克
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高
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学
校
委
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木
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雅
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高
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政
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高
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事 

務 

局	

井
出　

雅
陽	

高
17

	

小
林　

朱
美	

高
19

気
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
絵
、
囲
碁

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。川

柳
や
随
筆
も
書
き
溜
め
、

い
つ
か
製
本
な
ら
ぬ
成
本

（
？
）に
。日
本
最
古
の
伝

統
の
洋
画
々
壇
太
平
洋
美

術
会
々
員
で
太
平
洋
美
術

展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

原　

俊
夫（
高
9
）

◆「
我
が
師
の
恩
」市
瀬
岩

夫
先
生
｜
は
同
窓
会
報

73
号
中
、
私
に
と
っ
て
の

金
メ
ダ
ル
記
事
で
す
。

　

夏
目
漱
石
の
坊
っ
ち
ゃ

ん
の
登
場
人
物
で
英
語
教

師
の
う
ら
な
り
。
そ
れ
が

元
と
な
っ
た
市
瀬
先
生
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
、“
う
ら

さ
”は
懐
か
し
か
っ
た
で

す
。筆
者
の
小
林
正
典
氏
、

そ
し
て
新
コ
ラ
ム「
我
が

師
の
恩
」を
始
め
ら
れ
た

編
集
委
員
の
方
々
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
市
瀬
先
生

は
高
校
2
年
3
年
の
ク
ラ

ス
担
任
で
あ
り
英
語
の

担
当
で
も
あ
っ
た
恩
師

で
す
。小
林
氏
が
語
る
よ

う
に
確
か
に
厳
し
い
先
生

で
し
た
が
そ
れ
は
生
徒
を

思
っ
て
の
厳
し
さ
で
し
た
。

　

先
生
の
ク
ラ
ス
で
退
学

者
が
出
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。先
生
は
そ
の
生
徒

が
退
学
に
な
ら
な
い
よ
う

東
奔
西
走
さ
れ
た
よ
う
で

す
が
退
学
の
判
定
は
覆
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ

と
を
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
話

さ
れ
て
い
た
先
生
の
声
が

途
中
か
ら
涙
声
に
な
り
最

後
に「
問
題
を
起
こ
し
て

か
ら
い
く
ら
反
省
し
て
も

遅
い
ん
だ
よ
～
」と
叫
ん

だ
声
が
50
年
後
の
今
で
も

耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

新
設
コ
ラ
ム「
我
が
師

の
恩
」が
長
く
続
き
ま
す

よ
う
に
!!高

野
夏
樹（
高
18
） 　

今
年
11
月
15
日
に
松
川

町
で
、
来
年
1
月
30
日
に

飯
田
市
で
表
記
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
天
文
班
の

生
徒
が
意
見
発
表
を
行
う

予
定
で
す
。昨
年
4
月
に

実
施
さ
れ
た
宮
澤
芳
重
翁

の
イ
ベ
ン
ト
記
録
集
も
併

せ
て
発
行
さ
れ
実
費
販
売

し
ま
す
。問
合
せ
は
飯
田

市
立
中
央
図
書
館
ま
で
。

　
　
　
（0265-22-0706

）
　

73
号
１
面
の
書
コ
メ
ン

ト
で「
和
を
以
て
貴
し
と

為
す
」
の
和
に「
わ
や
ら

ぎ
」と
ル
ビ
が
あ
る
の
は

「
や
わ
ら
ぎ
」の
誤
り
で
し

た
。
ま
た
、
7
面
の
会
員

訃
報
で
坂
牧
教
旦
さ
ん
の

学
年
が
高
11
と
あ
る
の
は

高
12
の
誤
り
で
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

平成 27 年度上期支援内容
　情報配信メールシステム初期費用

　校内安全環境整備防犯カメラ機器購入

　高松塾

………… 86,400 円

…… 245,751 円
…… 1,000,000 円

………… 1,000,000 円

同窓会会費納入方法のお知らせ
　会費納入方法は現在の納入方法に加え、下記
の金融機関も使えるようにしましたので都合の
良い方法で納入いただくようお願いします。

【自動振替・年1回5月30日引落】
による納入の場合（5金融機関）

　振替申請書を同窓会事務局へ要求ください。
指定の金融機関の用紙をおくります。
＊ゆうちょ銀行は振替手数料25 円の負担をお
　願いします。
＊下記の4金融機関の振替手数料は同窓会で負
　担します。
　・八十二銀行　・飯田信用金庫
　・長野銀行　　・みなみ信州農業協同組合
＊自動引落納入金額　　1,000円 /年
（同封の会費納入の方法のお知らせを参照）

　

高
松
賞
の
南
信
州
文
化

財
の
会
は
、同
窓
生
が
中

心
と
な
り
地
域
の
歴
史
、

文
化
財
を
50
年
に
亘
り

守
っ
て
来
た
。も
っ
と
光

を
当
て
た
い
。一
方
、班
活

動
や
進
学
面
で
世
代
間
の

絆
が
活
き
て
き
た
。現
役

生
が
元
気
だ
と
同
窓
会
も

盛
り
上
が
る
。　
（
宮
嶋
）
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会
員
訃
報

編
集
を
終
え
て

編
集
を
終
え
て

お

わ

び

会
員
か
ら
の
お
便
り

宮
澤
芳
重
没
後
45
周
年

記
念
事
業
の
開
催

の
中
高
一
貫
校
の
躍
進
が

目
立
つ
。
今
年
は
推
薦
入

試
制
度
で
母
校
の
後
輩
３

人
が
合
格
し
た
。
こ
れ
は

近
年
に
な
い
飯
田
高
校
の

快
挙
で
あ
る
。
医
学
部
の

関
係
者
か
ら「
学
部
長
、嬉

し
そ
う
で
す
ね
！
」と
声

を
か
け
ら
れ
た
。
私
は
満

面
の
笑
み
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

員
は
20
人
、
現
役
と
一
浪

学
生
に
受
験
資
格
が
あ
る
。

　

例
年
12
月
中
旬
に
面
接

試
験
を
行
い
、
翌
年
1
月

下
旬
に
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
成
績
を
加
味

し
て
合
否
を
決
め
て
い

る
。
所
謂
県
内
の
受
験
校

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
1
～
2
人

が
合
格
し
て
い
る
が
、
最

近
の
傾
向
と
し
て
は
私
立

　

近
年
、
地
域
の
医
師
不

足
を
補
う
目
的
で
全
国
の

医
科
大
学
は
、
地
元
の
学

生
を
優
先
的
に
入
学
さ
せ

る
べ
く
、
推
薦
入
試
制
度

を
設
け
て
い
る
。
信
州
大

学
医
学
部
医
学
科
の
同
定

信
州
大
学
医
学
部
長

池
田
　
修
一（
高
24
）

母
校
の
後
輩
の
頑
張
り

を
間
近
に
見
て

め
ま
し
た
。

　

私
た
ち
1
学
年
で
は
、

単
に
大
学
・
企
業
な
ど
の

体
験
学
習
を
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
考
え
る

の
で
は
な

く
、
自
分
自

身
の
生
き
方

そ
の
も
の
に

つ
い
て
考
え

る
契
機
と
し

た
い
と
位
置

付
け
て
お
り

ま
す
。東
大
・

早
稲
田
・
京
大
・
阪
大
・

名
大
な
ど
の
所
謂
「
難
関

大
学
」
を
中
心
に
、
本
校

出
身
の
先
生
方
に
よ
る
講

義
を
受
け
る
等
の
貴
重
な

体
験
を
通
し
て
、
本
物
の

学
問
を
経
験
し
、
日
清
食

品
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
発
明
記
念
館
・
東
京
地

方
裁
判
所
・
大
徳
寺
大
仏

院
・
日
置
電
機
な
ど
の
企

業
・
寺
院
に
触
れ
、
社
会

の
第
一
線
で
生
き
生
き
と

働
く
方
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
直
接
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
進
路
研
修
実
施

で
は
、
同
窓
会
を
は
じ
め

多
く
の
皆
様
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
し
て
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

1
学
年
主
任　

高
山
一
洋

　

本
年
度
も

キ
ャ
リ
ア
教
育

の
一
環
と
し
て

9
月
10
日
に
1

学
年
研
修
旅
行

を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

行
き
先
は
長

野
県
及
び
関
東

か
ら
関
西
地
方

ま
で
の
7
コ
ー

ス
を
用
意
し
、

事
前
学
習
を
進

大阪大学での模擬授業



飯 田 高 等 学 校 同 窓 会 報平成 27 年（2015 年）11 月 1 日 〔 8 〕第 74 号

（高15回）佐 々木 康 夫
代表取締役会長

昭和環境システム株式会社

〒108－0022
東京都港区海岸 3－20－20
TEL 03－5765－1300（代表）

（高 7回）小 池 亮 一副会長

（高 5回）澤 柳 紀 彦OB会会長

（高28回）木 下 　 陽幹事長

（高18回）岡 嶌 武 志事 務 局

（高10回）知 久 一 彦支 部 長

（高11回）宮 内 達 男副支部長

（高12回）平 岩 祥 平副支部長

下久堅支部「暁峯会」

（高45回）

〒399－2431 長野県飯田市川路7576－3
TEL ： 0265－48－6555
FAX ： 0265－48－0778

ひびき法律事務所
（高17回）
田 中 健 一 郎弁護士

〒160－0004
東京都新宿区四谷1－8  四谷一丁目ビル8階
TEL ： 03－3355－2268（代）
FAX ： 03－3355－2308
E-mail ： kenichiro.tanaka@nifty.com

（高 21 回）代表取締役

土木部／TEL.0265－25－7777
建設部／ TEL.0265－25－2577 FAX.0265－25－5224

総合建設業

実行委員長　菅沼　哲夫（0265－22－0532）　事務局　坂牧　昌宏（0265－35－3471）

と　き 平成28年 3月26日㈯～3月27日㈰
ところ 天空の城　三宜亭本館

高14回（三七会） 卒業55周年記念同窓会
『お練りまつりに集まろう ！！』

（高25回）岡 田 峯 明代表取締役

〒115－0042 東京都北区志茂3－31－12
 TEL ： 03－3598－5270
 URL ： http://www.nac-lab.co.jp/

医薬品の分析・開発をお手伝いします。

株式会社　ナック

〒395－0016 飯田市伝馬町 1－27
 TEL 0265－24－0106

（高10回）野 原 　 實
税 理 士

（高10回）浜島　　泉会　　長

（高18回）吉川　正也幹　　事

飯田高校北海道同窓会

中田徹前会長は平成27年6月逝去されました

事務局 ： 札幌市中央区南大通西10丁目
 南大通ビル4階　吉川正也法律事務所内

在京飯田高校同窓会（首都圏支部）
　在京飯田高校同窓会（首都圏支部、会員数約 4200 人）は
創立以来 62周年を迎え、11月 7日㈯に在京飯田高校同窓
会総会がアルカディア市ヶ谷で開催されます。幹事学年は
高 30回生および高 40回生です。ぜひご参加ください。

事務局　本島信法律事務所内
〒101-0047 東京都千代田区内神田 1－18－1 イワカタビル４階

電話 03－5217－0666　FAX 03－5217－0667

会　長　西村　清一（高7回）

顧　問 岡村　隆臣（高 2 回）幹　事 松原　秀幸（高19回）

副会長 本島　　信（高11回） 幹　事 今村　昭文（高24回）
副会長 下井　善廣（高13回） 幹　事 前澤　義行（高25回）
副会長 佐々木康夫（高15回） 幹　事

会　計 闥原　雅直（高31回）
相談役 小椋　貞夫（高 5 回）事務局長

幹　事 大原　　直（高21回）

幹　事 三ツ橋史緒子（高22回）副会長 金田　明夫（高 7 回）

幹　事 田中健一郎（高17回） 顧　問 平田　　達（中47回）

講演：「口腔と健康」
講師：石原和幸
　　　（高30回 東京歯科大学微生物学講座教授）

（高18回）福 島 　 昇情 報 委 員

（高 4回）山 田 博 章支 部 長

（高11回）櫻 田 憲 夫副 支 部 長

（高15回）小 川 文 雄事務局会計

飯田高校同窓会　高森支部

飯田市高羽町 2-5-5
0265-22-8888

http://www.ohta1.com/

自然素材の家づくり

飯田高校PTA会長  太田　佳広 （高36回）

“前日に同年会も開催予定” 20 回生総会実行委員会（委員長　原　　勉）

20 回生が当番幹事です。総会に皆で集まろう！！
平成 28年度定期総会：28年 6月 12日㈰　於 マリエール飯田

鼎　支部（鼎学窓会）期　日　平成28年5月16日㈪
会　場　如水会館（東京）
詳細は来春ご案内状発送します。
ぜひご参加ください。

東京代表 古畑恒雄 03-3278-8211
飯田代表 大野英夫 0265-22-1214

熊谷　仁志 （高29回）
松川町元大島1547-17
TEL.0265-34-7330

飯田市育良町2-24-2
TEL.0265-25-7738

事務局　〒395-0064　飯田市羽場仲畑 1047-2　伊坪達郎方　電話 0265－22－9713

役員 平澤　秀明（高 4 回）
 北原　更一（高 11 回）
 岡田　正彦（高 12 回）

原田　　望（高 7 回）
中島　正韶（高 11 回）
滝本　慈宗（高 29 回） ほか

山内　尚巳（高 7 回）
橋都　　正（高 11 回）

会長　吉澤　　健（高 5 回）　　事務局長　伊坪　達郎（高 21 回）



寮 生 募 集 在京男子学生寮
公益財団法人 信 陽 舎

《飯田地区連絡事務所》
〒395－0022  飯田市浜井町 3421－3

飯田舎友会 会長　後藤直衛（高 5回）
電話：0265－22－7462

武蔵野市の老人ケアハウスと合築した全国初の学生寮で
有意義な共同生活を体験してみませんか！　入舎金：40,000 円、

舎費（平日 2食付）43,000 円＋個室電気料／月

〒180－0021 東京都武蔵野市桜堤 1－9－9
TEL・FAX：0422－51－0218

URL：http://www.sinyosya.or.jp
理事長　古島史雄（高 11 回）

輝け！
君  の
未  来

先輩あり、而して連綿と今に続くOB会

福島新三郎 喬木 中 4 明治 38 年卒　千葉医大　医師

北原　廣男 鼎 中 14 東大法　鉄道省　国鉄スワローズ代表

中島賢二郎 下條 中 17 慶大医　医師　第 12 代同窓会長

中田　　剛 竜丘 中 18 長野師範　県教育界重鎮

宇野　勝房 飯田 中 24 東高師　母校校長

中村　　佐 南和田 中 30 東大法　東芝鋼管（株）社長

ソフトテニス班OB・OG会
　多数のインターハイ・国体出場選手を輩出
毎夏 8 月 15 日、母校テニスコートにおいて
OB・OG会を開催し、交流を深めている。

皆さんの参加を
お待ちします

11 月 14 日㈯ 10：30～14：00
第 8回飯田・下伊那地区高校同窓会

中京地区合同懇親会
中日パレス（中日ビル 5階）
名古屋市中区栄 4－1－1
TEL 052-261-8851

平成 28 年 2 月 14 日㈰ 11：00～14：00
飯田高校同窓会
中京支部総会

キャッスルプラザ
名古屋市中村区名駅 4－3－25

（ユニモール地下街 11 番出口すぐ）
TEL 052-582-2121

連絡先　澤口　和訓（高 16 回） 090-2340-8046

“（敬称略）”

（高18回）坂 巻 道 弘校　　長

☎22－5111 〒395－0823 飯田市松尾明7591

資格取得・就職を徹底サポート
学校法人コア学園

Iida core college

一九会当番幹事お疲れさまでした
50周年でまた集まろう！！

一九会当番幹事お疲れさまでした
50周年でまた集まろう！！

会　長 鈴木　武志 会　計 五十君親彦
（高 5 回） （高 22 回）

副会長 小林　賢二 事務局 山崎　昌伸
（高 12 回） （高 26 回）

副会長 吉川　秋利 事務局 堀本　喜正
（高 18 回） （高 43 回）

（高 22 回）大田中峰雄代表取締役

〒395－0026　長野県飯田市鼎西鼎 82－1
TEL （0265） 22－3260
FAX （0265） 24－3260

（高 24 回）鋤柄富男代表取締役社長

〒399-3301 下伊那郡松川町上片桐 4604
TEL 0265-36-6111
ＦＡＸ 0265-36-6555

木毛セメント板製造販売

竹村工業株式会社

東京の大学生活は信州出身学生の「信濃寮」で！
東京都小金井市の閑静な環境に全県から集う寮生と充実した大学生活を満喫しよう
部屋代 21,600 円ほか食費・共用費を含め 1ヶ月約 50,000 円以内の生活費

ホームページ：http://shinanoryo.sakura.ne.jp

信 州 学 生 協 会公益財団法人
理 事 長  石川　捷敏 （高 9回）
常務理事  下沢　　徹 （高12回）

このページはどなたでも応募できる同窓生交流の場です。奮ってご参加を！


